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図1. RNAポリメラーゼによる転写の開始

RNAポリメラーゼ
（コア酵素）

σ因子

プロモーター

二重鎖DNA
（青は鋳型鎖）

σ因子がないと、RNAポリメラーゼは
プロモーターに結合できない。

σ因子を結合したRNAポリメラーゼは、（σ因子のN末端側とC末端側
ドメインを利用して）プロモーターの配列を認識して結合する。

転写開始位置のすぐ上流でDNAの二重らせんが
ほどかれ、いわゆる「転写バブル」が形成される。

RNAポリメラーゼはDNAの鋳型鎖に相補的な
配列をもったRNAの合成を開始する。

RNAの合成が進むと、RNAの一方の側（5'端側）は
鋳型DNAから解離する。最終的にσ因子が解離し、
転写は「伸長ステップ」に移行する。

5'

3' 5'

3'


